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⽇吉神社。次の機会と、中には⼊らなかった。 

今年の秋も、機会をつくって再訪したい場所の⼀つ。ここで、記録画像。 

前回は、徒歩で、⼭上まで、そして、京都まで徒歩で下⼭。 

今回はどうしたものか、⽇吉神社の裏⼿から、⽐叡⼭⾏きのケーブルカーがある。 

⻑期間、ご無沙汰である。何事も、今を体感。乗⾞することに。 

 

 

     

 

 

   

 



    
 

 

天候は今ひとつだが、秋⾬前線。この時期、気にしていたら、どこにも⾏けない。 

眼下は琵琶湖。⾬には⾬の⾵情。このままの曇天であってほしい。 

深く深呼吸。体の⾜し、⼼の⾜しになる。なんでもないものに反応する、今の⼼理状態。 

できる時にできること、今を楽しむ⼯夫のひと時。これもまた⼀興。 

 

 

     

 

    


